
 

 

 

 

 

                                            

 

 

                                                   単独    合議 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    重い刑事事件    難しい民事事件 
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Ａ：合議制では３名の裁判官による協議で判断されるため、１名の裁判官による裁判

よりも、より慎重かつ迅速に判断を受けることが期待できます。最高裁長官も、平

成２８年の新年の挨拶で、民事裁判の質を向上させる手段として合議体による審理

を充実させることを挙げています。 

 

Q：相模原・座間地域を管轄する裁判所（相模原支部）に合議制が採用されて

いないと聞きましたが、合議制の意味を教えてください。 

 

 

 

 

 

Ａ：合議制とは、３名の裁判官の協議によって事件を審理す

る体制をいいます。 

１人の裁判官が審理する単独事件と区別されます。  

Ｑ：合議制にはどういったメリットがありますか？  

Ａ：医療過誤や建築紛争のような判断の難

しい民事事件、殺人・放火など重い刑

罰を科す刑事事件、被疑者の身体を拘

束する決定（勾留決定）に対する不服

申立（準抗告）の判断などです。 

Ａ：神奈川県内の地方裁判所・支部（横浜、川崎、小田原、横須賀、相模原）のう

ち，合議制の裁判が行われていないのは相模原支部だけです。  

また、全国の政令指定都市にある裁判所の中で、合議制の裁判が行われていない

のは相模原支部だけです。 

Ａ：合議制の裁判を相模原支部で行うことができないので、重大な事件

は横浜の裁判所までわざわざ行かなければならず、相模原・座間地域

の住民が不便を強いられたり、場合によっては裁判を起こすことをあ

きらめたりしているため、このようなことを改善したいからです。 

関内駅・日

本大通り駅

は遠いな 

合議制

Ｑ：合議制の裁判は、どういうときに必要となるのですか？ 

Ｑ：合議制の裁判が行われていない裁判所は多いのですか？ 

Ｑ：なぜ相模原支部に合議制を導入しようとしているのですか？ 



 

 

 

 

 

 

                           逮捕事由なし！準抗告だ！  

                             ① 

 

 

 

 

 

              横浜・川崎・小田原・横須賀の裁判所（合議制あり） 
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資料を持参 

 

      

              相模原支部の裁判所（合議制なし） 
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文責・お問い合わせ先：神奈川県弁護士会相模原支部   

相模原市中央区富士見 6-11-17 TEL：042-751-0958 

                                        2023.9 

Ｑ：そうすると、距離的な問題のみということでしょうか？  

 

Ａ：憲法上の問題もあります。 

被疑者の身体を拘束する決定に対する不服申立（準抗告）の判断を合議制のあ

る横浜の裁判所で行うため、裁判所職員が資料を運ぶ必要があり、その分、身体

拘束が長引いて憲法上保障された権利（人身の自由）が不当に侵害されます。ま

た、重大事件について身近な裁判所で裁判を受けられない結果、市民が裁判それ

自体を諦めることになれば、裁判を受ける権利も十分に保障されません。 

合議制の導入で、これらの憲法上の問題も解消されるのです。 

また、合議制を扱っていることが前提の裁判員裁判や、事実上合議制を扱って

いる裁判所でのみ行われる労働審判も相模原支部では行われていません。  

仕事あるから

早く出たい！ 

Ｑ：今後どうすれば合議制が実現するのでしょうか？ 

 

Ａ：弁護士会も合議制実現の為に活動してきましたが、やは

り国民・市民の声に勝るものはありません。 

相模原支部という管内人口も取扱事件数も多く、政令指

定都市にある裁判所に合議制がないことによって不都合

が生じているという国民・市民の声を裁判所に届けてい

くことが実現への一番の近道だと考えています。 

準抗告だ！ 

 


